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【はじめに】 

 

１９５９年、八女青年会議所（以下、八女ＪＣ）は今とは違う時代背景のなか、この地

域のこの国の明日を憂い立ち上がりました。そこにはとてつもない決意と覚悟があったに

違いありません。それから６０年、八女ＪＣは幾多の青年有志の手によって地域の発展の

ために目標を掲げ運動を行ってきました。しかし、社会づくりに完成などありはしません。

私たちＪＡＹＣＥＥは「明るい豊かな社会の実現」のため、能動的に邁進していかなけれ

ばならない使命があります。 

そして、八女ＪＣはこれまで積み重ねてきたすべての方々の努力の結晶により創立６０

周年という節目を迎えます。その時々において取り組む内容は違えども、常に受け継がれ

ている想いは八女の地域のため、そしてここに住み暮らすひとのために運動を行ってきた

ことです。創立６０周年は今までの歩みを検証し感謝を伝える節目の年として、未来の八

女ＪＣへの一歩とならなくてはいけません。先人たちの想いを胸に時代に合った運動を常

に考え進化し、新たな価値を創造することで八女ＪＣを新たなステージへと導きます。 

 

【八女地域の限りない成長を想えばこそ】  

 

 八女地域に各種団体が存在するなかで、私たち八女ＪＣは地域発展のために運動を行っ

ています。しかし、人口減少や少子高齢化など取り組むべき課題は多くあり、現状のまま

ではいずれ地域が衰退していくことは避けられません。行政、ＪＣ、各種団体が共に手を

取り強固な協力関係を築き、地域発展という同じ志のために取り組んでいかなければ八女

の明るい未来の実現は困難です。 

創立６０周年を迎える２０１９年には、八女の地で２１年ぶりに福岡ブロック大会が開

催されます。福岡ブロック大会は福岡県内の会員や市内外の多くの方々が八女の地に訪れ

ることで、地域の活性化を図ることのできる絶好の機会です。人は向上心を失い現状に満

足した時から成長が止まり衰退に向かいます。地域も同じなのです。だからこそ、大きな

枠組みでの協力体制を築き八女の地域資源や魅力を引き出すことのできる大会事業を構築

することで地域が活性化すると確信します。 

八女地域の限りない成長を想えばこそ過去から未来をつなぐ架け橋として、常に新しい



枠組みや運動を模索しながら福岡ブロック大会を主管し成功をおさめることで、八女は新

しい姿へと生まれ変わるのです。 

 

【次世代を担う子どもたちを想えばこそ】 

  

現在の子どもたちの置かれている状況は、非常に多くの問題と課題を抱えています。家

庭教育においては、ライフスタイルの変化によって価値観が多様化し、塾なども多岐にわ

たり「選べる教育」が主流となっていますが、塾は勉強の場であり限られた時間のなかで

躾や情操教育の効果は期待できません。親のモラル低下も指摘され、学校教育のあり方も

時代と共に変化し、躾の線引きが難しくなり道徳心の育まれていない子どもや夢を描けず

自主性が乏しい子どもたちも増えてくることが懸念されます。また、私たちが住み暮らす

八女の地においても出生数の減少傾向は続き、同世代だからこそ伝えられることや体感で

きる機会が減少しています。そんな中、私たち八女ＪＣが果たすべき役割は重要で、家庭

や学校だけでは行き届かない心の教育に挑まなければなりません。 

次世代を担う子どもたちを想えばこそ、成長していく子どもを地域全体で育む環境をつ

くると共に、２０年後、３０年後を見据え、情操教育、道徳心を育むなどの徳育と合わせ

て子どもたちを育てることで、夢と希望に満ち溢れた子どもたちが八女の地域教育を伝え

ていく人財となるのです。 

 

【まちの活性化を想えばこそ】 

 

まちはそこに住む市民によって形成されています。従っていつの時代であっても、どう

変化しようとも、市民が「誇り」や「愛着」など郷土愛を感じることのできるまちでなく

ては「明るい豊かな社会」にはなりません。 

では、市民の方々にまちに対する郷土愛を感じてもらうためにはどうすればよいのでし

ょうか。私たちの住む八女は自然、歴史、文化、産業など様々な魅力があります。私自身

青年会議所で地域のまちづくりと向き合うようになってから、多くの新たな発見と出会い

地域の課題と向き合うことで、八女に暮らす当事者として「自分たちの手でこのまちの未

来を良くしていくんだ」という想いを抱いたことを思い出します。これは八女市民一人ひ

とりにも言えることです。市民一人ひとりが当事者としてまちづくりに参画すれば、市民

は自らが考え、行動してつくった「まち」に愛着を感じ、誇りを持つことができます。ま

ちをつくっていくのは行政でも企業でもなく、私たち市民一人ひとりなのです。 

まちの活性化を想えばこそ、郷土愛に溢れた市民の“自らがこのまちを形成している一

人”という当事者意識を持った行動が、「市民」と「まち」の間に強固な関係を築き八女

をもっと魅力的なまちへと発展させるのです。 

 



【永続的なＪＣ運動を想えばこそ】 

  

 ＪＣは２０歳から４０歳までの限られた期間の中で活動しており、今の八女ＪＣは志の

高い先輩諸兄が後輩へと想いを伝えながら６０年の歩みを進めてきました。脈々と受け継

がれてきた想いと、地域の明るい未来のために、新たな同志を迎え組織として歩みを進め

ていかなければなりません。ＪＣは新たな仲間に運動を伝播し続けなければ、会員数が減

少し想いが途絶えることを意味します。私たちは積極的に会員拡大を行うことにより、同

じ志を持つ仲間を迎え、地域のために運動を継続しなければなりません。 

メンバーが入会する理由として、ＪＣ運動に意義を感じたことが挙げられますが、一方

で勧誘に携わったメンバーの人柄や魅力に惹かれて入会するという部分も大きいのではな

いでしょうか。私自身、青年経済人として活動を行う尊敬できる先輩の背中を見て入会を

決意しました。同志の拡大に重要なのは拡大に携わるメンバー自身の人間的魅力の向上だ

と私は考えます。 

永続的なＪＣ運動を想えばこそＪＣ運動の三信条「奉仕」・「修練」・「友情」を通して経

験を積んだ人財を生み出していくことが、会員拡大を成功させる上で必要不可欠なのです。 

 

【ＬＯＭの力強い運動を想えばこそ】 

 

私たちは、日々地域の「明るい豊かな社会の実現」のために運動を行っています。その

運動がより効果的で、影響力のあるものにするためにも、綿密な計画の上で実行に移し、

運動をより多くの方々に知っていただく必要があります。運動がより効果的で、影響力の

あるものにするためには、運動の内容はもちろんですが地域全体へ広める発信力が重要で

あると考えます。今までの方法を繰り返し行っているだけでは、現状よりさらなる拡がり

は期待できません。私たちは常に新しい方法を試行錯誤し、今までにない新たな効果と価

値を生み出す戦略的な発信を行える環境を整え、挑戦し成長し続けなければならないので

す。 

ＬＯＭの力強い運動を想えばこそ、一つひとつの運動を効果的に外部に発信することで、

新たなことに挑戦し続ける八女ＪＣの力強い支えとなるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【むすびに】 

  

私は地域をおもうとき「想う」という言葉と、念ずるという漢字を使った「念う」とい

う言葉を使い分けます。この「念う」という言葉には頭や心だけでなく、ただ一心に深く

願い目的を達成するという意味があります。我々ＪＣがこのまちを変えるためには強く地

域の未来を想いそして念じなければなりません。メンバー一人ひとりが自らの可能性を信

じ、誇りを持って一歩を踏み出しましょう。未来を切り拓くのは私たちＪＣの使命です。 

守破離「守り尽くして、破るとも、離るるとも『本』ぞ忘るな」千利休の言葉のひとつ

です。ＪＣに置き換えると、「守」とは先輩からの教えを忠実に学び作法、知識の基本を習

得し教えられた通りにやってみる。「破」とは先輩の教えを土台としながらも、それを打ち

破るように試行錯誤し自分なりの真意を会得する。「離」とは自分自身で学び独自のスタイ

ルを生み出し会得した内容を発展させるという意味です。その過程のなかにおいても我々

の運動の「本」にあるのは、ＪＣの創始の精神「明るい豊かな社会の実現」です。 

明るい豊かな社会の実現を念えばこそ、守破離の精神でＪＣ運動を行いましょう。５年

後、１０年後、今より笑顔の絶えない、素敵な市民で溢れたまちを実現させるのは私たち

です。 

 


